
令和８年度 学校経営方針 

 

【スクール・ミッション】  

地域と連携協働し、一人一人の個性を大切に育て、地域社会に貢献できる人材を育成する学校 

 地域の人材育成拠点として、充実した理数教育など個々の資質・能力を一層伸ばす教育活動を展開 

することで、生徒一人一人の希望進路を実現するとともに、多角的な視点で物事を考える力を持った 

人材を育成します。 

 

【スクール・ポリシー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本年度重点目標】 

１ 全ての生徒が笑顔で楽しく安心して学校生活を送ることができるよう、一人一人に応じた適切かつ

丁寧な支援に努める。 

２ 生徒の多様な進路希望を実現することができるよう、個々の習熟に応じた授業等により学力向上を

図るとともに、教育活動の更なる充実を目指し、募集内容の改編及びＤＸ推進に着手する。 

３ 同窓会とも連携し、一人一人が「母校に対する自信と誇り」が持てるような学校づくりに努める。 

４ 失敗を恐れずチャレンジさせるとともに、様々な機会を学校の内外で仕組み、主体性・自律心・企

画力・リーダー性等の非認知能力（見えない力）を育む。 

５ 地域貢献・連携を図りながら「山門の魅力」を市内の小・中学校をはじめ学区内の関係各所に、は

やく・広く・深く・具体的に発信することで志願者数の増加と入学定員数の確保につなげる。 

 

 

 

 

１  

（１）６年間を通した系統的なキャリア教育を推進する。 

グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ 育成を目指す資質・能力に関する方針） 

①学力向上及び進路実現に必要な基礎的な知識、技能の育成  

②情報化社会における正しい情報収集力・情報分析力・情報活用力の育成 

③他者と協働することによる、課題発見力・課題解決力・コミュニケーション能力の育成 

カリキュラム・ポリシー（ＣＰ 教育課程の編成及び実施に関する方針） 

①個性や進路目標に応じた受講科目の選択・習熟度に応じたクラス編成の設置及び授業の実施 

②「総合的な探究の時間」を中心とした協働的・探究的・体験的な学びの実施 

③理数探究コースにおける理科と数学を融合した想像力と好奇心を育む授業の実施 

④コミュニティスクールとして地域と連携協働した実践による社会に開かれた教育課程の実現 

アドミッション・ポリシー（ＡＰ 入学者の受け入れに関する方針） 

①「山門高校で学びたい、チャレンジしたい、自分を成長させたい」という意欲にあふれる生徒  

②好奇心及びチャレンジ精神旺盛で主体的に行動できる生徒 

③国内・国外を問わず、社会に貢献しようという意欲と実践力を持った生徒 

④人に対しては「誠実」な態度で接し、物事に対しては「丁寧」な態度で取り組むことができる生徒 

 

 

 

▽令和８年度 学校スローガン  「 一歩前へ チャレンジ！ プラス One 」 

▽令和８年度 学校キャッチフレーズ  

「山門高校は様々なチャレンジができる学校／山門高校はチャレンジする人を応

援する学校／山門高校はチャレンジしたい人を待っている学校」  

▽令和８年度 強化項目  「 学力向上、進路保障、生徒募集 」 

 


